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RIETIシンポジウム 

「『成長戦略』に迫る－第三の矢はどこまで飛ばせるのか？」概要 

 

6月 26日に開催された標題シンポジウムに参加してきました。 

シンポジウム全体を総括すると、「民間企業の活性化、国内投資の拡大、海外市場への展

開という戦略の方向性は正しい」が、国際競争に勝つには「スピードと確実な実行が必要

だ」ということになります。発表された「成長戦略」は各府省から寄せ集めたウィッシュ

リストであって、目標達成に至る道筋が不透明であるとの厳しい指摘もありました。 

講師の一人、深尾京司一橋大学教授によれば、我が国の潜在成長率の停滞は、1990 年以

降の需要不足に加えて、生産年齢人口、全要素生産性(TFP)の停滞と、資本蓄積の減速が日

本の経済成長を 3%程度低下させたとのことです。要するに労働力、設備資本、TFP(研究開

発等)の全てが生産性向上に寄与しなかったということです。 

GDP実質 2%の成長達成には、例えば TFPで 1.2%上昇、労働投入を 0.5%増やし、資本

生産性を 0.6%押し上げが必要となる高い目標だとされました。また、製造業の生産性低下

は、大企業、大都市圏、産業集積地の国内工場閉鎖、海外移転の影響が大きく、改善する

には大企業の国内回帰と中小企業の研究開発取り組み強化が必要だとのことです。 

最早、護送船団の時代ではなく、企業等は自らの判断で舵取りをしなければならないの

ですが、日本という国が誇らしい国であり続けるために、日本の企業として国内で何をな

すべきかを考える必要がありそうです。 

図表 成長戦略の３つのプラン 

戦略市場創造プラン

第三の矢 『成長戦略』

国際展開戦略日本産業再興プラン

－産業基盤を強化－

□産業の新陳代謝
□雇用制度改革・人材力強化
□科学技術イノベーション強化
□ITの利活用促進
□立地競争力強化
(エネルギー制約、特区等）
□中小企業の革新

－課題をバネに
新たな市場を創造－

□健康寿命の延伸
□クリーンなエネルギー需給
□次世代インフラの構築
□地域資源で稼ぐ社会

－拡大する国際市場を獲得－

□戦略的通商関係構築
(TPPやRCEP等）

□海外市場の獲得
(インフラ輸出、クールジャパン等）

□内なるグローバル化の推進
(対内直投、グローバル人材）

年平均名目成長率３％、実質成長率２％
１０年後１人当たり名目国民総所得１５０万円UP
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